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:フッ素っで開薦′ ご)
フリ素が含きれている食材

アツ議藁ま議の資 を強 くす

る繭然元嚢のひ とつです。
フッ素は、毎日の食事を通して私たち

のカラダに摂取されている嚇須栄養素

のひとつでもあり、歯質を強化する効

力が最も高いことから、世界各国でム

シ歯予防に利用されています。
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新 しい歯 は、エナメル質の結晶体

に不安定な成分が混ざつています。

(図-1)

ム シ歯菌の出す酸は、 この不安定

な部分か ら菌を溶か していこうと

します。 (図-2)

艤鍮轟画のエナメJ♭甕篭

強1怒 し、鐘‡こ溶け:こ くい

強い筐そつくけまΨ.

フッ素は工すメル質表面の成分と入

れ替わり、安定した結晶構造へとつ

<りかえます。 (図-3)

このことにより、工すメル質表面の

結晶は元の状態よりも、ムシ歯菌の

1出 す酸に溶けに<い強い歯にかわり

ます。 (図-4)
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スツ薫ηでなんだろう?


